
1　

は
じ
め
に

　

二
〇
一
三
年
は
パ
ウ
・
カ
ザ
ル
ス（
１
）が
没
し
て
四
〇
年
に
な
る
。
世
界
的
に
著
名
な
チ
ェ
リ
ス
ト
、
カ
ザ
ル
ス
は
ス

ペ
イ
ン
人
で
あ
っ
て
ス
ペ
イ
ン
人
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
彼
は
ス
ペ
イ
ン
帝
国
の
中
心
で
あ
っ
た
カ
ス
テ
ィ
ー

リ
ャ
と
は
異
な
る
、
独
立
自
治
機
運
の
高
い
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
出
身
で
あ
り
、
世
界
で
活
躍
し
た
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン

だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
一
七
世
紀
に
没
落
し
た
ス
ペ
イ
ン
帝
国
が
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
の
い
う
「
半
辺
境
」
で
あ

る
な
ら
ば
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
は
ス
ペ
イ
ン
王
位
継
承
戦
争
後
の
ス
ペ
イ
ン
中
央
集
権
化
の
中
で
、
そ
の
帝
国
の
中
心
、

カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
に
反
抗
し
て
地
方
諸
特
権
と
政
治
的
諸
機
関
を
失
っ
た
場
所
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
従
来
の
伝
記
で
は
、
彼
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
性
（catalanidad

）、
す
な
わ
ち
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
人
と
し
て
の

矜
持
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
強
調
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
書
で
は
、
カ
ザ
ル
ス
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
性
と
い
う
点
を
軸

に
、
文
化
国
際
主
義
者
（
四
頁
参
照
）
と
し
て
個
人
が
音
楽
を
通
じ
い
か
に
政
治
に
影
響
を
与
え
う
る
か
を
論
じ
、

音
楽
と
政
治
の
相
関
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

　

チ
ェ
ロ
の
巨
匠
、
カ
ザ
ル
ス
の
伝
記
は
多
数
存
在
す
る
。
カ
ザ
ル
ス
の
弟
子
・
秘
書
の
コ
レ
ド
ー
ル
の
対
話
を
軸

と
し
た
一
九
五
六
年
初
版
の
著
書
や
、
一
九
七
〇
年
の
カ
ー
ン
に
よ
る
伝
記
は
、
カ
ザ
ル
ス
本
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
や
書
簡
の
や
り
取
り
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
カ
ー
ン
自
身
は
の
ち
に
伝
記
を
書
く
カ
ー
ク
に
対
し
、
こ
の
著
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2

書
を
カ
ザ
ル
ス
の
自
伝
形
式
に
は
し
た
く
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
た
し
か
に
原
典
は
カ
ザ
ル
ス
の
言
葉
か
も
し

れ
な
い
が
、
自
分
が
長
年
に
わ
た
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
選
択
し
描
き
出
し
た
「
私
に
よ
る
カ
ザ
ル
ス
の
ポ
ー
ト
レ

イ
ト
」
で
あ
る
た
め
だ（

（
（

。
な
お
、
英
国
に
生
ま
れ
、
米
国
の
ユ
ダ
ヤ
人
左
翼
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作

家
と
し
て
活
躍
し
た
カ
ー
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
共
産
党
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
ヴ
ェ
ノ
ナ
文
書
に
よ
れ
ば
「
フ
ァ
イ
タ

ー
」
と
い
う
カ
バ
ー
ネ
ー
ム
で
Ｋ
Ｇ
Ｂ
の
情
報
源
と
な
っ
た
可
能
性
が
強
い
人
物
で
あ
る（
３
）。

　

こ
れ
に
対
し
カ
ー
ク
に
よ
る
伝
記（
４
）は
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
記
述
が
あ
る
も
の
の
、
カ
ザ
ル
ス
の
死
か
ら
わ
ず
か

一
年
後
の
一
九
七
四
年
の
出
版
で
あ
り
、
作
者
が
米
国
人
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
カ
ザ
ル
ス
と
米
国
と
の
微
妙

な
関
係
に
は
深
く
触
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
出
版
前
カ
ザ
ル
ス
夫
人
は
、
同
書
の
内
容
に
関
し
て
懸
念
を
抱
い
て
カ

ー
ン
に
相
談
し
、
彼
は
カ
ー
ク
を
批
判
し
て
い
た
。
一
方
カ
ー
ク
は
、
カ
ザ
ル
ス
夫
妻
の
弁
護
士
フ
ォ
ー
タ
ス
に
原

稿
の
チ
ェ
ッ
ク
ま
で
依
頼
し
て
い
る
。
カ
ー
ク
と
し
て
は
カ
ザ
ル
ス
ら
に
お
墨
付
き
を
も
ら
っ
た
公
式
の
伝
記
に
し

た
い
な
ど
と
は
思
っ
た
こ
と
も
な
く
、
出
版
社
も
そ
う
し
た
考
え
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る（
５
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
出

版
に
際
し
て
カ
ザ
ル
ス
夫
妻
の
意
見
が
大
い
に
反
映
さ
れ
、
細
か
い
チ
ェ
ッ
ク
が
入
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
こ
れ
ら
の
著
者
は
カ
ザ
ル
ス
に
近
す
ぎ
る
同
時
代
人
で
あ
り
、
客
観
的
な
記
述
が
さ
れ
て
い
る
か
は
疑
問

で
あ
る
。
ま
た
内
容
自
体
も
、
カ
ザ
ル
ス
の
政
治
性
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
亡
命
時
代
ま
で
の
記
述
が
中
心
で
あ
る

が
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
と
カ
ザ
ル
ス
と
の
関
係
に
関
す
る
記
述
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
カ
ー
ン
と
カ
ー
ク
は
米
国
人
で
あ

る
た
め
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
な
ど
を
め
ぐ
る
米
国
と
カ
ザ
ル
ス
に
関
す
る
微
妙
な
関
係
に
は
触
れ
な
か
っ
た
、
触
れ

ら
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

日
本
語
で
は
、
一
九
六
一
年
の
カ
ザ
ル
ス
来
日
時
に
チ
ェ
ロ
の
指
導
を
受
け
た
井
上
頼
豊
の
新
書（
６
）が
カ
ザ
ル
ス
の
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3　はじめに

足
跡
を
簡
単
に
つ
か
み
や
す
い
。
ま
た
カ
ザ
ル
ス
が
第
二
共
和
国
誕
生
時
、
人
民
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
演
奏
予
定
だ
っ

た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
交
響
曲
第
九
番
」
お
よ
び
「
鳥
の
歌
」
に
焦
点
を
当
て
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
石
井
清
司

に
よ
る
書
が
あ
る（
７
）。

た
だ
こ
れ
も
ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
背
景
ま
で
詳
し
く
触
れ
て
い
る
が
、
カ
ザ
ル
ス
と
亡
命
ス
ペ
イ

ン
人
た
ち
の
関
係
、
彼
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
性
や
プ
エ
ル
ト
リ
コ
亡
命
時
代
の
記
述
は
わ
ず
か
で
あ
る
。

　

一
方
で
英
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
バ
ル
ド
ッ
ク
は
、
カ
ザ
ル
ス
夫
人
や
関
係
者
と
連
絡
を
取
り
つ
つ
も
、
カ
ザ

ル
ス
と
は
距
離
を
置
い
た
客
観
的
な
記
述
を
試
み
て
い
る
。
彼
は
カ
ー
ク
の
本
を
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
、
個
人
的
に
カ

ザ
ル
ス
を
知
ら
な
い
世
代
か
ら
の
視
点
で
描
こ
う
と
し
て
い
る（
８
）。

バ
ル
ド
ッ
ク
は
同
時
代
人
で
な
い
た
め
に
、
カ
ザ

ル
ス
の
女
性
関
係
や
プ
ラ
ー
ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
資
金
問
題
な
ど
、
理
想
化
さ
れ
た
カ
ザ
ル
ス
像
以
外
の
部
分

も
客
観
的
に
記
述
し
た
。
そ
し
て
「
音
楽
が
正
義
に
と
っ
て
有
効
な
力
た
り
う
る
」
こ
と
を
カ
ザ
ル
ス
は
示
し
た
と

結
論
づ
け
て
い
る（
９
）。
け
れ
ど
も
、
や
は
り
亡
命
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち
と
の
関
係
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
時
代
以
降
の
カ
ザ
ル

ス
に
関
す
る
表
記
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
な
お
二
〇
一
三
年
に
は
、
カ
ザ
ル
ス
は
自
分
の
芸
術
を
後
世
に
残
そ
う
と
執

心
し
た
と
、
神
格
化
さ
れ
た
カ
ザ
ル
ス
を
批
判
的
に
分
析
し
た
博
士
論
文（
（1
（

も
米
国
で
書
か
れ
た
。
カ
ザ
ル
ス
研
究
は

現
在
も
進
展
し
続
け
て
い
る
。

　

本
書
は
、
バ
ル
ド
ッ
ク
の
書
の
客
観
路
線
を
さ
ら
に
極
め
、
そ
の
問
題
提
起
を
受
け
て
公
文
書
、
書
簡
な
ど
に
よ

っ
て
裏
づ
け
し
な
が
ら
国
際
関
係
の
中
の
カ
ザ
ル
ス
、
国
内
政
治
の
中
の
カ
ザ
ル
ス
、
そ
し
て
個
人
ア
ク
タ
ー
と
し

て
の
カ
ザ
ル
ス
と
い
う
三
層
の
断
面
か
ら
、
カ
ザ
ル
ス
像
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　

本
書
の
特
色
は
、
各
地
に
点
在
す
る
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
ド
イ
ツ
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
の
文

書
・
書
簡
も
含
む
米
国
、
ス
ペ
イ
ン
、
カ
ナ
ダ
、
英
国
な
ど
各
国
の
史
料
を
も
と
に
し
た
マ
ル
チ
ア
ー
カ
イ
バ
ル
な
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4

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
の
文
献
を
積
極
的
に
使
用
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
カ
タ
ル
ー
ニ

ャ
語
に
よ
る
研
究
成
果
の
使
用
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
研
究
者
と
の
意
見
交
換
か
ら
、
カ
ザ
ル
ス
の
中
の
カ
タ
ル
ー
ニ

ャ
性
の
重
要
性
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
い
。
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
と
カ
ザ
ル
ス
と
の
関
係
を
深
く
追
究
し
、
プ
エ
ル
ト
リ

コ
に
渡
っ
て
か
ら
の
カ
ザ
ル
ス
を
米
国
側
か
ら
も
洞
察
し
な
が
ら
、
今
ま
で
の
評
伝
で
は
不
明
瞭
だ
っ
た
こ
と
を
明

示
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
特
に
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
人
を
中
心
と
す
る
亡
命
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち
と
の
関
係
や
、
そ
れ
が
ケ

ネ
デ
ィ
大
統
領
の
も
と
で
の
演
奏
会
と
い
か
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
、
ま
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
に
カ
ザ
ル
ス
が
い
か

に
「
利
用
」
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
で
考
え
た
い
。
こ
う
し
て
カ
ザ
ル
ス
の
、
故
郷
の
大
地
に
根
ざ
し
た

音
と
音
楽
、
言
語
と
音
楽
の
関
係
も
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
文
化
国
際
主
義
者
と
し
て
の
カ
ザ
ル
ス
を
分
析
す
る
。
入
江
昭
は
、「
文
化
的
交
流
を
通
じ
て
、
国
や

民
族
と
は
異
な
る
共
同
体
を
形
成
し
よ
う
」
と
す
る
個
人
や
集
団
の
努
力
が
、「
世
界
と
い
う
共
同
体
を
大
き
く
変

質
さ
せ
、
国
際
問
題
に
対
す
る
我
々
の
理
解
を
計
り
し
れ
な
い
ほ
ど
豊
か
に
し
て
く
れ
た
」
と
し
て
、
彼
ら
の
努
力

の
源
泉
と
な
っ
た
知
的
世
界
や
そ
の
功
績
を
総
称
し
て
「
文
化
国
際
主
義
」
と
名
づ
け
た（
（1
（

。
本
書
で
は
こ
の
「
文
化

国
際
主
義
」
者
の
一
例
と
し
て
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
で
あ
り
か
つ
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
主
張
を

忘
れ
な
い
カ
ザ
ル
ス
に
焦
点
を
当
て
、
知
識
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
の
国
際
政
治
に
お
け
る
カ
ザ
ル
ス
の
役
割
を

考
え
る
。

　

レ
イ
モ
ン
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
、
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
と
も
結
び
つ
い
て
き
た
こ
と
も
あ
る
「
知
識
人
」
と
い

う
言
葉
を
、「
あ
る
種
の
専
門
に
限
定
さ
れ
な
い
知
的
な
仕
事
に
携
わ
る
人
々
」
を
中
立
的
に
言
及
す
る
際
に
用
い
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5　はじめに

る
も
の
と
定
義
す
る（
（1
（

。
一
方
で
サ
イ
ー
ド
は
、
知
識
人
の
公
的
役
割
を
、「
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
で
あ
り
、『
ア
マ
チ
ュ

ア
』
で
あ
り
、
現
状
の
撹
乱
者
」
で
あ
る
と
し
、
知
識
人
個
人
は
、「
人
間
の
悲
惨
と
抑
圧
に
関
す
る
真
実
を
語
る
」

こ
と
が
政
党
や
民
族
や
国
家
へ
の
忠
誠
心
よ
り
も
優
先
す
べ
き
と
し
た（
（1
（

。
カ
ザ
ル
ス
は
、
ま
さ
に
サ
イ
ー
ド
の
い
う

知
識
人
の
定
義
に
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
を
後
に
し
た
後
ろ
め
た
さ
を
持
つ
亡
命
者
と
い
う

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
で
あ
り
、
政
治
に
関
し
て
は
ア
マ
チ
ュ
ア
で
あ
り
、
現
状
に
異
議
を
訴
え
続
け
た
の
だ
か
ら
。

　

第
二
に
、
カ
ザ
ル
ス
の
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
明
ら
か
に
す
る
。
カ
ザ
ル
ス
は
自
分
の

中
に
根
を
下
ろ
す
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
性
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
も
排
他
的
に
な
ら
ず
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
主
張
を

行
う
が
、
そ
う
い
っ
た
カ
ザ
ル
ス
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
お
か
れ
た
立
場
を
考
慮
し
つ
つ
、
議
論
を

進
め
た
い
。
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
国
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
と
比
す
と
出

現
が
遅
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
山
脈
で
分
断
さ
れ
た
国
内
の
地
理
要
因
や
、
海
外
領
土
の
回
復
要
求
が
な
か
っ
た
こ
と
、

「
半
辺
境
」
で
あ
り
没
落
帝
国
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
と
も
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
。
二
一
世
紀
に
入
る
と
、
ス
ペ
イ
ン

で
は
王
立
歴
史
ア
カ
デ
ミ
ー
が
、
地
方
自
治
体
の
歴
史
・
地
理
の
教
科
書
が
不
適
切
で
あ
り
、
自
治
州
が
歴
史
教
育

を
操
作
し
て
い
る
と
す
る
報
告
を
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
方
面
で
ス
ペ
イ
ン
一
般
の
歴
史
と
自
治
州
の
歴
史
に

関
し
て
議
論
が
沸
騰
し
た（
（1
（

。
そ
し
て
二
〇
一
二
年
一
一
月
に
行
わ
れ
た
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
議
選
で
は
、
独
立
支
持
派

が
過
半
数
を
占
め
、
独
立
に
関
す
る
住
民
投
票
へ
向
け
て
動
い
て
い
る
。
現
代
で
も
未
だ
に
論
争
の
的
と
な
る
ス
ペ

イ
ン
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
両
立
を
、
カ
ザ
ル
ス

は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

カ
ザ
ル
ス
の
音
楽
と
そ
の
活
動
の
軸
に
な
る
も
の
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
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6

語
の
文
献
を
ひ
も
解
く
こ
と
で
、
亡
命
ス
ペ
イ
ン
政
府
関
係
者
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
の
ほ
か
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
で
拡
散

し
て
い
た
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
側
面
も
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、

本
書
で
は
従
来
の
伝
記
が
当
時
深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
な
か
っ
た
冷
戦
期
を
中
心
に
、
有
機
的
に
結
び
付
け
ら
れ
る
こ

と
の
な
か
っ
た
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
と
国
際
政
治
の
関
係
を
も
考
慮
し
な
が
ら
、
カ
ザ
ル
ス
を
取
り
巻
く
政
治
を
描
き
つ

つ
、
彼
の
中
の
愛
国
心
・
祖
国
と
は
何
か
を
考
え
た
い
。

　

第
三
に
、
音
楽
と
政
治
の
相
関
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
二
〇
世
紀
の
国
際
政
治
を
見
渡
す
と
、
安
全
保
障
、
経

済
、
文
化
と
い
う
三
つ
の
領
域
の
中
で
、
文
化
（
価
値
観
）
領
域
の
研
究
は
他
の
二
つ
に
比
す
る
と
ま
だ
手
薄
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に
二
一
世
紀
に
お
け
る
経
済
危
機
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
の
よ
う
な
政
治
体
制
の
変
革
、
東
日
本

大
震
災
に
と
も
な
う
原
発
事
故
な
ど
に
よ
っ
て
、
我
々
の
こ
れ
ま
で
の
価
値
観
や
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
揺
る
が
さ
れ
た
。

我
々
は
そ
れ
ら
を
根
本
か
ら
再
考
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
安
全
保
障
・
経
済
と
い
っ
た
従

来
の
観
点
か
ら
の
対
応
で
は
不
十
分
に
な
っ
て
き
て
い
る（
（1
（

。
本
書
は
、
そ
の
際
に
新
た
な
解
決
の
糸
口
を
与
え
う
る

文
化
の
側
面
か
ら
、
国
際
関
係
を
見
直
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

伝
統
的
に
外
交
史
専
門
家
は
、
合
理
的
な
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
と
論
理
的
な
思
考
を
分
析
し
、
感
情
は
「
非
合
理

的
」
で
あ
る
と
し
て
そ
の
果
た
す
役
割
に
は
ほ
と
ん
ど
無
関
心
で
あ
っ
た（
（1
（

。
し
か
し
、
学
術
雑
誌D

iplom
atic 

H
istory

は
二
〇
一
三
年
一
月
号
に
「
音
楽
外
交
」
特
集
を
組
み
、
ま
た
、
二
〇
一
三
年
三
月
に
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
お
よ
び
タ
フ
ツ
大
学
で
「
音
楽
と
外
交
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
最
近
、
音
楽
と
広
報
外
交
、

ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
へ
の
関
心
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
本
書
は
、
カ
ザ
ル
ス
の
演
奏
活
動
・
政
治
思
想
が
世
界
に
与
え

た
イ
ン
パ
ク
ト
を
、
感
情
や
五
感
の
果
た
す
役
割
を
考
慮
し
つ
つ
説
明
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
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7　はじめに

　

国
際
政
治
学
者
ナ
イ
の
い
う
よ
う
に
「
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
」
が
「
国
の
文
化
、
政
治
的
な
理
想
、
政
策
の
魅
力
」

に
よ
っ
て
生
ま
れ
る（
（1
（

の
で
あ
れ
ば
、
文
化
の
価
値
観
の
不
変
性
と
は
何
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
ソ
フ
ト
・
パ

ワ
ー
た
り
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
本
書
で
は
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
と
な
り
う
る
音
楽
の
国
際
政
治
に
お
け
る
意

味
を
重
視
し
、
そ
の
好
例
と
し
て
カ
ザ
ル
ス
を
扱
う
。
米
西
戦
争
、
第
一
次
世
界
大
戦
、
第
二
次
世
界
大
戦
、
冷
戦

の
時
代
を
含
む
激
動
の
一
世
紀
を
生
き
た
カ
ザ
ル
ス
の
国
際
政
治
の
中
で
の
動
向
を
分
析
し
て
、
現
在
ま
で
流
布
し

て
い
る
「
平
和
主
義
者
」
カ
ザ
ル
ス
の
イ
メ
ー
ジ
の
新
た
な
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

そ
し
て
、
な
ぜ
芸
術
の
中
で
も
、
た
と
え
ば
ピ
カ
ソ
の
芸
術
で
は
な
く
、
音
楽
な
の
か
。
極
限
下
で
音
楽
が
重
用

さ
れ
る
理
由
と
し
て
、
人
間
の
極
限
状
況
と
文
学
と
の
関
係
を
研
究
す
る
安
原
伸
一
朗
は
次
の
三
つ
を
挙
げ
る
。
音

楽
の
身
体
性
、
共
同
性
、
娯
楽
性
で
あ
る
。
こ
う
し
た
特
性
か
ら
、
音
楽
は
人
々
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
権

力
側
に
用
い
ら
れ
て
き
た（
（1
（

。
収
容
所
の
よ
う
な
極
限
状
態
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
カ
ザ
ル
ス
は
プ
ラ
ー
ド
亡
命

時
代
、
ナ
チ
ス
の
取
り
調
べ
を
受
け
、
占
領
下
怯
え
て
過
ご
し
た
。
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
性
が
演
奏
者
・
作
曲
家
・
指
揮

者
カ
ザ
ル
ス
の
「
身
体
」
に
し
み
わ
た
り
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
出
身
の
人
々
、
亡
命
ス
ペ
イ
ン
人
、
平
和
主
義
者
た
ち

と
の
「
共
同
性
」
を
つ
く
り
あ
げ
、
特
に
祖
国
を
追
わ
れ
た
人
々
の
「
娯
楽
」（
な
ぐ
さ
め
）
と
な
っ
て
い
た
。

　

筆
者
は
こ
の
三
点
に
加
え
、
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
は
、
ラ
ジ
オ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
に
乗
っ
て
容
易
に
国
境
を
越
え

ら
れ
る
の
は
、
美
術
や
演
劇
、
文
学
で
は
な
く
、
音
楽
で
あ
っ
た
と
い
う
、
技
術
要
因
を
挙
げ
た
い
。
レ
コ
ー
ド
の

存
在
し
な
か
っ
た
時
代
、
生
の
演
奏
を
聴
い
た
こ
と
の
あ
る
人
々
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
そ
う
し
た
生
き
証
人
が
死
ん

で
し
ま
え
ば
「
名
演
奏
」
も
伝
説
に
な
っ
て
語
り
継
が
れ
、
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
幸

い
に
も
カ
ザ
ル
ス
は
そ
の
後
の
テ
レ
ビ
の
時
代
ま
で
生
き
残
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
は
、
演

カザルス0はじめに　　［出力］ 2013年8月6日　午後5時29分四六判：127×188mm　本文書体：リュウミンL-KL　13Q　行間9H　44W×18L

1

10

20

30 

40 

44

1518 10 5 1

1

10

20

30 

40 

44

1518 10 5 1



8

奏
家
と
聴
衆
の
間
に
フ
ィ
ル
タ
ー
を
掛
け
る
こ
と
に
な
る
。
カ
ザ
ル
ス
の
音
楽
に
は
、
こ
う
し
て
様
々
な
解
釈
が
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

第
Ⅰ
章
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
帝
国
の
中
心
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
か
ら
み
れ
ば
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
と
い
う
ス
ペ
イ
ン
の
周

縁
か
ら
世
界
に
羽
ば
た
く
カ
ザ
ル
ス
を
描
く
。
逆
に
第
Ⅱ
章
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
勃
発
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
亡
命
に

よ
り
ロ
ー
カ
ル
（
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
的
）
な
も
の
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
カ
ザ
ル
ス

を
描
く
。
ス
ペ
イ
ン
の
中
で
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
っ
た
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
人
。
彼
ら
は
必
然
的
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
世
界
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
人
と
の
つ
な
が
り
の
み
な
ら
ず
、
の
ち
の

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
時
代
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
の
演
奏
会
へ
の
布
石
と
な
る
、
亡
命
ス
ペ
イ
ン
共
和
国
政
府
関
係
者

と
の
つ
な
が
り
も
明
ら
か
に
し
た
い
。
第
Ⅲ
章
で
は
、
当
時
、
米
国
の
自
由
連
合
州
と
い
う
地
位
に
あ
っ
た
プ
エ
ル

ト
リ
コ
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
場
所
で
の
活
動
と
、
米
国
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
の
相
関
関

係
を
描
く
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
存
亡
を
か
け
た
主
張
を
行
う
と
い
う
意
味
で
は
、
当
時
は
建

国
し
た
ば
か
り
で
「
弱
者
」
と
も
い
え
る
立
場
に
あ
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
に
、
カ
ザ
ル
ス
が
共
感
し
た
の
も
う
な
ず
け

る
。
第
Ⅳ
章
で
は
、
平
和
の
使
者
と
し
て
世
界
的
に
有
名
に
な
り
つ
つ
も
、
亡
命
の
後
ろ
め
た
さ
を
背
負
い
続
け
た

カ
ザ
ル
ス
の
葛
藤
と
、
死
後
も
な
お
人
々
の
心
の
中
に
生
き
続
け
る
カ
ザ
ル
ス
を
描
く
。
特
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
に

関
す
る
米
国
の
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
消
す
た
め
に
、
米
国
が
い
か
に
カ
ザ
ル
ス
を
「
使
っ
た
」
の
か
も
考

察
す
る
。
最
後
に
は
、
普
遍
と
ロ
ー
カ
ル
、
知
識
人
と
大
衆
の
間
に
位
置
し
た
カ
ザ
ル
ス
、
エ
リ
ー
ト
文
化
の
時
代

か
ら
大
衆
文
化
の
時
代
を
生
き
た
、
文
化
国
際
主
義
者
と
し
て
の
カ
ザ
ル
ス
の
変
容
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

カザルス0はじめに　　［出力］ 2013年8月6日　午後5時29分四六判：127×188mm　本文書体：リュウミンL-KL　13Q　行間9H　44W×18L

1

10

20

30 

40 

44

1518 10 5 1

1

10

20

30 

40 

44

1518 10 5 1


